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備前市議会議長 西 上 徳 一 殿 

 

 

委員長 山 本   成 

   

 

 

令和7年7月16日に委員会を開催し、次のとおり議決したので議事録を添えて報告する。 

 

記 

 

案         件 審査結果 少数意見 

議案第76号 令和7年度備前市一般会計補正予算（第4号） 原案可決 なし 
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予算決算審査委員会記録 

 

招 集 日 時 令和7年7月16日（水） 本会議休憩中（厚生文教委員会閉会後） 

開議・閉議 午前10時50分 開会  ～ 午前10時57分 閉会 

場所・形態 委員会室 会期中（第4回臨時会）の開催 

出 席 委 員 委員長 山本 成 副委員長 奥道光人 

 委員 中西裕康  土器 豊 

  尾川直行  守井秀龍 

  立川 茂  石原和人 

  森本洋子  青山孝樹 

  藪内 靖  松本 仁 

  内田敏憲  丸山昭則 

  草加忠弘   

欠 席 委 員  なし   

遅 参 委 員  なし   

早 退 委 員  なし   

列 席者等 議長 西上徳一   

説 明 員 企画財政部長 榮 研二 財政課長 三宅貴夫 

 総務部長 石原史章 税務課長 星尾雄二 

傍 聴 者 報道関係 あり   

 一般傍聴 なし    

審 査記録 次のとおり    
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午前１０時５０分 開会 

○山本委員長 ただいまの出席は１５名です。定足数に達しておりますので、これより予算決算

審査委員会を開会します。 

 それでは、直ちに本委員会に付託された議案の審査を行います。 

 議案第７６号 令和７年度備前市一般会計補正予算(第４号)について審査を行います。 

 質疑を希望される委員の発言を許可いたします。 

○守井委員 ７ページの歳出で、税の収入の払戻金が１,８００万円ほど出るということで、所

得が少なかったから、税を戻さなければならないということになったが、何人ぐらい予定されて

いるんでしょうか。人数的なものはわかるんでしょうか。 

○星尾税務課長 今回の税収入払戻金につきましては、法人市民税１社です。令和５年度に業績

が良かった関係で法人市民税約３,６００万円納めていただいておりました。決算期の半年後か

ら２か月以内に法人市民税の半額を予定納税しなければならないということで、１,８００万円

令和６年度中に納めていただいております。その会社が令和６年度の業績が良くなくて法人税割

がかからない見込みでございまして、この予定納税された１,８００万円を丸ごと還付しなくて

はいけなくなった関係で、今の予算の現状から言いますと、足りなくなったので急遽、今回補正

予算を上げさせていただいた次第です。 

○守井委員 今回、臨時議会に上がっていて、９月議会でもという話もあるが、先ほどの話で何

か月間か期間を決めて支払いをしなければならないから今回臨時で出したということでしょう

か。 

○星尾税務課長 税収入払戻金の予算額、令和７年度２,０００万円計上させていただいており

ました。今現在既に９００万円使っております。予算残が１,１００万円しかございません。今

回１,８００万円ということで、今後３月末までに還付が発生すると思いますので、予算残１,１

００万円は置いておきたくて、今回発生した法人の還付金１,８００万円は今回臨時議会がある

ということで計上させていただいた次第です。 

 法人市民税は還付加算金というものがございまして、還付する日が遅くなれば遅くなるほど年

間０．９％の加算金が発生しますので、なるべく早くお返ししたいということで急遽上げさせて

いただいた次第です。 

○守井委員 もう１点、予算全体の話で予備費１,８００万円少なくなってくる、予備費の増額

なんかも考えておかないといけないのではないか。その辺は大丈夫でしょうか。 

○三宅財政課長 今年度、当初では１億９万円予備費で持っておりまして、６月の補正予算で約

１００万円程度使っております。残りが９,９００万円程度ありますから、ここの１,８００万円

程度は予備費で対応できるのではないかという形で今回はさせていただいております。 

○尾川委員 毎年あるけど防ぐ方法はないのか。確定申告のようなものだと思っている。時間が

かかるし、利子は付けないといけないし、逆に言うと、利子が付かないときにそんなことをして
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持ち出しになっているのかわからないが、労力をすり減らして、普通の会計処理だが何か大人げ

ない気がする。 

○星尾税務課長 還付加算金は今回で言いますと、予定納税された日から還付加算金は発生して

しまいます。今回該当する会社ですが、１２月２日に１,８００万円納付されています。今回こ

の会社は３月決算なんですけど、３月決算の２か月後、５月末。この会社２か月猶予というもの

が効いておりまして、７月末が申告の期限になります。なので、昨年の１２月から７月末までは

還付加算金がどんどん計算されているので、防ぎようはないです。 

○山本委員長 ほかに質疑ありませんか。 

 よろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 以上で議案第７６号に対する全ての審査を終了します。 

 これより議案第７６号を採決します。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、議案第７６号は、原案のとおり可決されました。 

 以上で、議案第７６号の審査を終了します。 

 以上で、予算決算審査委員会を閉会いたします。 

 皆さん、お疲れさまでした。 

              午前１０時５７分 閉会 


